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11
月
３
日
㈷
に
、
昭
和
47
年
10
月
に
創
立
し
た
富

山
県
芸
術
文
化
協
会
の
創
立
40
年
と
今
年
で
60
回
目
を

迎
え
た
富
山
県
芸
術
祭
を
記
念
す
る
式
典
を
富
山
県
民

会
館
3
0
4
号
室
で
、
ま
た
、
祝
賀
会
を
A
N
A
ク
ラ

ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
富
山
３
階
「
鳳
」
に
お
い
て
行
い

ま
し
た
。

記
念
式
典
は
、
石
井
隆
一
富
山
県
知
事
を
は
じ
め
多

数
の
ご
来
賓
の
ご
列
席
を
賜
り
、
協
会
の
活
動
に
貢
献

さ
れ
た
方
々
を
顕
彰
し
て
表
彰
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

芸
文
協
創
立
40
年
記
念
表
彰
で
は
、
特
別
功
労
者
表

彰
２
名
、
功
労
者
表
彰
42
名
、
奨
励
賞
14
名
、
ジ
ュ
ニ

ア
奨
励
賞
１
名
を
、
ま
た
第
60
回
県
芸
術
祭
記
念
表
彰

は
、
功
労
者
表
彰
3
団
体
・
36
名
、
奨
励
賞
16
名
、
合

わ
せ
て
個
人
1
1
1
名
、
３
団
体
の
方
々
を
表
彰
し
、

小
泉
博
会
長
よ
り
、
各
賞
代
表
に
表
彰
状
を
手
渡
し
ま

し
た
。

記
念
祝
賀
会
で
は
、
来
賓
、
加
盟
団
体
の
役
員
を
は

じ
め
関
係
者
約
4
0
0
名
が
出
席
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

県
能
楽
団
体
連
絡
協
議
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
仕
舞

「
鶴
亀
」
に
始
ま
り
、
小
泉
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、

石
井
隆
一
富
山
県
知
事
か
ら
お
祝
い
の
お
こ
と
ば
を
頂

戴
し
た
他
、
河
合
隆
北
日
本
新
聞
社
代
表
取
締
役
社
長

に
乾
杯
の
ご
発
声
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
県
日
本
舞
踊

協
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
祝
儀
舞
「
君
が
代 

松
竹
梅
」、

県
オ
ペ
ラ
協
会
の
皆
さ
ん
に
よ
り
「
祝
歌
」
と
題
し
、

「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
」や「
む
こ
う
む
こ
う
」が
披
露
さ
れ
、

華
を
添
え
て
頂
き
ま
し
た
。
善
本
秀
作
芸
文
協
副
会
長

に
よ
る
中
締
め
で
は
、
今
後
更
な
る
芸
文
協
の
発
展
を

願
っ
て
万
歳
三
唱
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
ご
出
席
の

皆
様
か
ら
た
く
さ
ん
の
温
か
い
激
励
を
賜
り
、
盛
大
な

祝
い
の
会
と
な
り
ま
し
た
。

富
山
県
芸
術
文
化
協
会
創
立
40
年

第
60
回
富
山
県
芸
術
祭

記
念
式
典
と
祝
賀
会
を
盛
大
に
挙
行
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10
月
27
日
㈭
、「
第
60
回
富
山
県
芸

術
祭
　
祝
祭
公
演
」
が
富
山
県
民
会
館

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
60
回

の
節
目
を
迎
え
た
富
山
県
芸
術
祭
を
記

念
し
、
芸
文
協
所
属
団
体
か
ら
選
抜
さ

れ
た
団
体
の
出
演
と
会
場
装
飾
に
よ
り

行
わ
れ
、「
祝
祭
」
の
名
に
相
応
し
い

豪
華
絢
爛
た
る
公
演
と
な
り
ま
し
た
。

記
念
品
と
し
て
藤
井
武
氏
（
県
洋
画
連

盟
委
員
長
）
制
作
の
「
ま
な
ざ
し
」
が

来
場
者
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。

出
演
団
体
等
は
以
下
の
通
り

で
す
（
出
演
順
敬
称
略
）。

富
山
県
宝
生
会
（
能
楽
）、
黒

川
真
理
（
箏
）、
小
泉
邦
子
（
語

り
＝
劇
団
文
芸
座
）、
富
山
県
邦

楽
協
会
、
富
山
県
詩
吟
剣
舞
連

盟
、
富
山
県
日
本
舞
踊
協
会
、

可
西
舞
踊
研
究
所
（
洋
舞
）、
と

や
ま
レ
デ
ィ
ー
ス
・
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
O
A
S
I
S
、和
田
朝
子
舞
踊

研
究
所
（
洋
舞
）、
華
の
会
＆
松

博
会
（
民
謡
民
舞
）、
コ

ン
ツ
ェ
ル
テ
・
エ
ロ
イ
カ

（
吹
奏
楽
）、
女
声
合
唱
団

コ
ー
ル
・
あ
い
、
女
声
合

唱
団
ど
る
ち
え
＆
こ
す
も

す
、
串
田
淑
子
、
加
藤
與

志
子
、
安
念
千
重
子
（
オ

ペ
ラ
）、
池
坊
富
山
支
部

（「
祝
彩
花
」
舞
台
装
飾
）、

草
月
星
秀
会
（「
迎
え
花
」

ロ
ビ
ー
装
飾
）

第
60
回
富
山
県
芸
術
祭

　祝
祭
公
演

―
―
華
や
か
に
開
催
―
―

南
砺
市
い
な
み
国
際
木
彫
刻
キ
ャ
ン
プ

８
月
18
日
㈭
か
ら
30
日
㈫
ま
で
、

「
南
砺
市
い
な
み
国
際
木
彫
刻
キ
ャ
ン

プ
2
0
1
1
」
が
井
波
別
院
瑞
泉
寺
境

内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
９
９
１
年
以

降
４
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
、
第
６
回
目

と
な
っ
た
今
年
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
井
波

彫
刻
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
る
瑞
泉
寺
で

初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
海

外
９
名
、
国
内
５
名
の
招
待
作
家
と
、

地
元
井
波
の
１
団
体
が
参
加
。
18
日
朝

の
「
仕
事
初
め
の
儀
」
で
幕
を
開
け
、

作
家
た
ち
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
制

作
の
競
演
と
、
木
彫
刻
を
通
し
た

文
化
交
流
が
13
日
間
に
亘
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

招
待
作
家
・
団
体
は
以
下
の
通

り
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
・
ブ
ル
ー
ス
・
ニ
コ

ー
ル
ズ
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）、
リ

リ
ヤ
・
ヴ
ェ
セ
リ
ノ
ワ
・
ポ
ボ
ル
ニ

コ
ワ
（
ブ
ル
ガ
リ
ア
）、
オ
ス
バ
ル

ド
・
ペ
ー
ニ
ャ
・
ム
ニ
ョ
ス
（
チ
リ
）、

林
志
民
（
中
国
）、
カ
ミ
ラ
・
ホ
ウ

ソ
ヴ
ァ
ー
・
ミ
ゼ
ロ
ヴ
ァ
ー
（
チ

ェ
コ
）、
リ
ス
ト
・
エ
リ
ャ
ス
・
イ

モ
ネ
ン
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）、
セ
ー

リ
・
ヴ
ァ
ル
ガ
・
ゲ
ー
ザ
（
ハ
ン
ガ

リ
ー
）、
ト
マ
ス
・
ス
タ
ン
ブ
ラ
ウ

ス
カ
ス
（
リ
ト
ア
ニ
ア
）、
フ
ェ
ッ
ト
・

ウ
ィ
リ
ヤ
（
タ
イ
）、
山
下
清
（
愛
知
県
）、

池
川
直
（
鹿
児
島
県
）、
中
山
孝
司
、

辻
和
志
、
木
村
正
和
（
富
山
県
）、
井

波
彫
刻
協
同
組
合

富山県日本舞踊協会

和田朝子舞踊研究所富山県宝生会
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と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
２
０
１
１
　
富
山
県
オ
ペ
ラ
協
会
　
第
１
回
オ
ペ
ラ
公
演

安
念
千
重
子
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」

10
月
９
日
㈰
午
後
２
時
よ
り
、
富

山
県
民
会
館
に
於
い
て
、
昨
年
４
月
に

発
足
し
た
富
山
県
オ
ペ
ラ
協
会
が
総
力

を
結
集
し
た
、
第
１
回
目
と
な
る
オ
ペ

ラ
公
演
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
回
の
公
演
は
、
オ
ペ
ラ
に
、
よ
り

親
し
み
を
持
っ
て
頂
く
た
め
に
、
日
本

語
（
中
山
悌
一
訳
詞
）
で
上
演
い
た
し

ま
し
た
。

安
念
千
重
子
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
も

と
、
演
出
に
恵
川
智
美
氏
、
指
揮
に
坂

本
和
彦
氏
を
お
迎
え
し
、
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
た
県
内
外
で
ご
活
躍

さ
れ
て
い
る
県
出
身
の
声
楽
家
の
皆
さ

ん
と
富
山
シ
テ
ィ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団
の
皆
さ
ん
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
の

金
森
敏
子
氏
の
演
奏
に
よ
る
情
熱
的
で

質
の
高
い
舞
台
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
観
客
ら
は
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
導
か

れ
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
筋
を
楽

し
み
な
が
ら
オ
ペ
ラ
の
持
つ
魅
力
を
堪

能
し
ま
し
た
。

《
キ
ャ
ス
ト
》

黒
崎
　
隆
憲
（
伯
爵
）

平
井
　
香
織
（
伯
爵
夫
人
）

河
内
　
麻
美
（
ス
ザ
ン
ナ
）

小
林
　
大
祐
（
フ
ィ
ガ
ロ
）

安
念
　
奈
津
（
ケ
ル
ビ
ー
ノ
）

串
田
　
淑
子
（
マ
ル
チ
ェ
リ
ー
ナ
）

内
山
　
太
一
（
バ
ル
ト
ロ
）

伊
東
　
康
孝
（
バ
ジ
リ
オ
・
ク
ル
ツ
ィ
オ
）

石
田
　
絹
惠
（
バ
ル
バ
リ
ー
ナ
）

松
山
い
く
お
（
ア
ン
ト
ニ
オ
）

中
島
　
恵
理
（
花
娘
）

山
本
　
千
鶴
（
花
娘
）

《
合
唱
》

富
山
県
オ
ペ
ラ
協
会
合
唱
団

第
17
回
富
山
県
い
け
ば
な
公
募
展
が
、

７
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰
の
２
日
間
、
富

山
県
民
会
館
地
下
展
示
室
に
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

県
内
各
流
派
を
代
表
す
る
華
道
家

２
５
２
名
と
一
般
公
募
51
名
に
よ
る

２
６
３
点
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。

季
節
の
色
と
り
ど
り
の
花
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
い
、
作
家
の
想
い
が
込
め
ら
れ

た
作
品
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
会
場
は
、

来
場
者
に
安
ら
ぎ
と
潤
い
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
酒
井
和
佳
子
実
行
委

員
長
、
東
海
龍
北
日
本
新
聞
社
取
締
役

事
業
局
長
の
あ
い
さ
つ
、
村
椿
晃
県
生

活
環
境
文
化
部
次
長
の
祝
辞
の
の
ち
、

小
泉
博
芸
文
協
会
長
よ
り
一
般
公
募
の

中
か
ら
次
の
５
名
の
方
々
に
奨
励
賞
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
　【
奨

励

賞
】
（
敬
称
略
）

　
　
　
杉
林
　
悦
子
　
　
髙
堂
　
浩
子

　
　
　
日
出
嶋
美
子
　
　
末
村
　
千
夏

　
　
　
青
木
　
彩
子

第
17
回
富
山
県
い
け
ば
な
公
募
展
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第
36
回
富
山
県
青
少
年
美
術
展
は
９

月
17
日
㈯
か
ら
20
日
㈫
ま
で
の
４
日

間
、
富
山
県
民
会
館
美
術
館
、
地
下

展
示
室
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
A
B
C
に
於

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
デ
ザ
イ
ン
、
書
、

写
真
の
６
部
門
に
、
昨
年
よ
り
1
3
7

点
多
い
１
、7
3
7
点
の
応
募
が
あ
り
、

入
賞
・
入
選
作
品
の
１
、0
0
4
点
が

一
堂
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
来
場
者

は
、
若
い
目
線
で
鋭
く
捉
え
ら
れ
、
表

現
さ
れ
た
作
品
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。17

日
㈯
の
開
会
式
は
増
山
理
恵
さ

ん
の
フ
ル
ー
ト
演
奏
か
ら
始
ま
り
、
天

池
夏
希
さ
ん
（
可
西
舞
踊
研
究
所
）
の

司
会
で
進
め
ら
れ
、
こ
の
美
術
展
に
寄

せ
ら
れ
た
富
山
高
校
２
年
山
崎
直
美
さ

ん
の
詩
が
竹
松
茉
那
さ
ん
（
可
西
舞
踊

研
究
所
）
に
よ
っ
て
朗
読
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
午
後
３
時
か
ら
は
県
民
会
館

4
0
1
号
室
で
遠
藤
幸
一
高
岡
市
美
術

館
館
長
に
よ
る
「
作
品
か
ら
見
え
る
も

の
〜
画
家
の
心
と
技
」
と
題
し
た
美
術

講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。

入
賞
し
た
主
な
作
品
は
、
県
高
岡
文

化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
県
民
芸
術

文
化
祭
2
0
1
1
」
の
生
活
文
化
展
で

も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

第
36
回
富
山
県
青
少
年
美
術
展

９
月
24
日
㈯
、「
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
・

ガ
ラ
・
イ
ン
利
賀
2
0
1
1
」（
和
田

朝
子
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
）
が
利
賀
芸
術
公

園
の
新
利
賀
山
房
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

去
る
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
で
あ
る
宮
城
県
、
福
島

県
な
ど
か
ら
も
ご
参
加
頂
く
運
び
と
な

り
、
県
外
11
の
団
体
と
個
人
、
県
内
４

団
体
が
出
演
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
を「
絆
」と
し
た
本
公
演
は
、

合
掌
造
り
の
緊
密
な
空
間
を
舞
台
に
、

息
を
呑
む
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
舞
踊
が
ス

ピ
ー
デ
ィ
に
展
開
し
、
観
客
は
そ
の
世

界
に
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

出
演
団
体
＝

川
村
泉
舞
踊
団
（
秋
田
県
）、
平
多

浩
子
舞
踊
研
究
所
（
宮
城
県
）、
横
山

慶
子
舞
踊
団（
福
島
県
）、
西
山

友
貴
（
茨
城
県
）、
マ
ヤ
　バ
レ
エ

ス
タ
ジ
オ（
埼
玉
県
）、水
野
聖
子 

D
A
N
C
IN
G
 KID

S ST
U
D
IO
 

C
O
M
PA
N
Y

（
愛
知
県
）、
西

川
菜
穂
子
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
・
ス

タ
ジ
オ
（
静
岡
県
）、
金
井
桃
枝

舞
踊
研
究
所
（
東
京
都
）、
井
上

恵
美
子
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー

（
神
奈
川
県
）、K
★C

ham
ber 

C
om
pany

（
大
阪
府
）、
今
岡

頌
子
・
加
藤
き
よ
子
ダ
ン
ス
ス

ペ
ー
ス
（
兵
庫
県
）、
可
西
舞
踊

研
究
所
、
和
田
朝
子
舞
踊
研
究

所
、
谷
井
よ
う
子
舞
踊
研
究
所
、

ニ
シ
ム
ラ
ヤ
ス
コ
ダ
ン
ス
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
（
富
山
県
）

　
　
　
　
と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
２
０
１
１　

和
田
朝
子
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
・
ガ
ラ
・
イ
ン
利
賀
２
０
１
１

金井桃枝舞踊研究所 (東京都)

横山慶子舞踊団 (福島県) 平多浩子舞踊研究所 (宮城県)

美術講座 講師 遠藤幸一先生



5

８
月
４
日
㈭
か
ら
16
日
㈫
に
か
け
て
、

「
こ
ど
も
バ
レ
エ
遼
寧
省
派
遣
事
業
」

が
行
わ
れ
、
中
国
遼
寧
省
の
遼
寧
バ
レ

エ
学
校
で
、
田
中
秀
子
バ
レ
エ
研
究
所

の
研
究
生
が
バ
レ
エ
の
研
修
を
行
い
ま

し
た
（
利
田
み
さ
き
団
長
）。
2
0
0
6

年
に
初
め
て
行
わ
れ
、
第
５
回
目
を
迎

え
る
今
年
の
研
修
に
は
、
今
回
が
初
参

加
と
な
る
研
究
生
も
多
く
、
中
学
か
ら

大
学
ま
で
の
研
究
生
11
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

プ
ロ
を
目
指
す
中
国
の

才
能
溢
れ
る
ダ
ン
サ
ー
が

研
鑽
す
る
バ
レ
エ
学
校
の

特
別
な
環
境
の
中
、
研
修

生
は
集
中
的
な
レ
ッ
ス
ン

に
日
夜
励
み
、
心
身
共
に

鍛
え
ら
れ
、
バ
レ
エ
を
通

し
た
草
の
根
交
流
を
深
め

て
帰
国
し
ま
し
た
。

９
月
23
日
㈷
か
ら
25
日
㈰
ま
で
の
３

日
間
、
富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
に
て

「
県
民
芸
術
文
化
祭
2
0
1
1
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
、
日
本
舞
踊
「
長
唄
　
多
摩
川
」

の
華
や
か
な
祝
儀
舞
で
始
ま
り
、
民

謡
・
洋
舞
・
邦
楽
・
津
軽
三
味
線
・
詩

舞
・
合
唱
・
声
楽
・
吹
奏
楽
な
ど
レ
ベ

ル
が
高
く
、
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

開
会
式
典
で
は
、
県
部
門
功
労
（
文

化
分
野
）
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
川
西

重
治
氏
、
中
尾
譲
治
氏
、
野
口
康
博
氏
、

安
川
宗
朱
氏
、
山
岸
忠
彦
氏
、
山
下
瑞

穂
氏
の
６
名
と
、
富
山
県
工
芸
作
家
連

盟
と
富
山
八
雲
会
に
表
彰
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
国
際
交
流
公
演
で
は
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
の
劇
団
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
・
ス
タ

ジ
オ
・
デ
ブ
レ
ツ
ェ
ン
12
名
に
よ
る

「
マ
ッ
チ
売
り
の
少
女
」
が
日
本
語
で

上
演
さ
れ
ま
し
た
。
出
演
者
の
正
確
な

発
音
の
日
本
語
は
、
会
場
を
埋
め
尽
く

し
た
観
客
を
驚
か
せ
、
上
演
終
了
後
、

大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

生
活
文
化
展
は
、
県
内
15
流
派
と
一

般
公
募
に
よ
る
い
け
ば
な
、
美
術
作
品

（
県
青
少
年
美
術
展
の
作
品
を
含
む
）

の
展
示
や
県
内
４
流
派
に
よ
る
お
茶
会

が
開
催
さ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
音
楽
、

舞
踊
な
ど
の
多
彩
な
公
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

県
民
芸
術
文
化
祭
２
０
１
１

絶
賛
さ
れ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
劇
団
の
日
本
語
公
演

こ
ど
も
バ
レ
エ

遼
寧
省
派
遣
事
業

８
月
23
日
㈫
か
ら
30
日
㈫
ま
で
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
セ
イ
ナ
ヨ
キ
市
で
開

催
さ
れ
た
「
セ
イ
ナ
ヨ
キ
・
ア
マ
チ
ュ

ア
演
劇
祭
」
に
、
劇
団
文
芸
座
が
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
協
会
よ
り

招
待
を
受
け
、
劇
団
文
芸
座
と
黒
川
邦

楽
院
（
団
長
・
小
泉
博
ほ
か
11
名
）
を

派
遣
し
ま
し
た
。

８
月
27
日
㈯
午
後
６
時
30
分
よ
り
シ

テ
ィ
・
シ
ア
タ
ー
「
ス
タ
ジ
オ
・
エ

リ
ッ
サ
」
で
行
わ
れ
た
公
演
で
は
、

チ
ェ
ー
ホ
フ
作
「
結
婚
の
申
し
込
み
」

を
日
本
語
上
演
し
た
後
、
黒
川
真
理
氏

に
よ
る
箏
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。
こ

の
「
結
婚
の
申
し
込
み
」
は
、

も
ち
ろ
ん
世
界
中
に
大
変
良

く
知
ら
れ
て
お
り
、
今
回
は

日
本
版
の
公
演
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
場
内
は
地
元
の
観

客
た
ち
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、

公
演
後
は
大
き
な
喝
采
を
浴

び
ま
し
た
。
こ
の
演
劇
祭
の

ほ
か
、
26
日
㈮
に
は
ラ
プ
ア

に
て
黒
川
真
理
氏
に
よ
る
箏

に
関
す
る
解
説
と
箏
演
奏
を

行
い
、
28
日
㈰
に
は
タ
ン
ペ

レ
市
の
舞
台
芸
術
特
化
私
立

高
校
（
T
Y
K
）
の
ス
テ
ー
ジ
に
て
「
結

婚
の
申
し
込
み
」
と
箏
演
奏
を
、
２
回

公
演
し
ま
し
た
。

劇
団
文
芸
座

「
結
婚
の
申
し
込
み
」

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
公
演

田
中
秀
子
バ
レ
エ
研
究
所

国際交流公演
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９
月
24
日
㈯
か
ら
10
月
７
日
㈮
ま
で
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
・
デ
ブ
レ
ツ
ェ
ン
市
の

コ
ー
シ
ュ
・
カ
ロ
イ
美
術
工
芸
学
校
に

谷
川
淳
氏
（
高
岡
工
芸
学
校
教
諭
）
と

川
原
正
士
氏
（
木
彫
工
芸
作
家
）
を
講

師
と
し
て
派
遣
し
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
同
校
で
行
わ
れ
た

今
年
の
派
遣
で
は
、
谷
川
氏
は
錫
を

使
っ
た
ペ
ー
パ
ー
ウ
ェ
イ
ト
の
制
作
と
油

絵
の
技
法
を
、
川
原
氏
が
パ
ネ
ル
の
木

彫
レ
リ
ー
フ
作
品
の
制
作
を
指
導
。
現

地
の
生
徒
達
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
は
異
な

る
日
本
の
指
導
法
や
技
法
に
触
れ
、
熱

心
に
授
業
に
励
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

現
地
の
教
育
関
係
者
や
生
徒
と
の
課
外

交
流
の
機
会
も
多
く
設
け
ら
れ
、
親

交
を
温
め
、
互
い
の
文
化
の
相
互
理
解

を
深
め
る
良
い
場
と
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

第
34
回
富
山
県
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
、
11
月
５
日
㈯
〜
７
日
㈪
に
わ

た
り
、
富
山
県
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
展
示
部
門
で
は
、
児
童
画

3
5
1
点
、
書
7
7
6
点
、
写
真
33
点
、

童
画
10
点
、
創
作
童
話
部
門
は
91
点
の

応
募
が
あ
り
、
会
場
に
は
、
こ
ど
も
た

ち
が
身
近
な
も
の
を
題
材
に
自
由
な
発

想
で
描
い
た
作
品
が
一
堂
に
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

海
外
か
ら
の
特
別
展
示
と
し
て
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
か
ら
、
ハ
イ
ド
ゥ
＝
ビ
ハ
ー

ル
県
に
加
え
、
ザ
ラ
県
（
ザ
ラ
エ
ゲ
ル

セ
グ
市
）、
中
国
遼
寧
省
、
韓
国
江
原
道
、

ロ
シ
ア
、
バ
ー
レ
ー
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

リ
ト
ア
ニ
ア
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
オ

レ
ゴ
ン
州
）
の
こ
ど
も
た
ち
の
児
童
画

1
7
9
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
（
ハ
イ
ド
ゥ
＝

ビ
ハ
ー
ル
県
デ
ブ
レ
ツ
ェ
ン
市
、
ザ
ラ

県
ザ
ラ
エ
ゲ
ル
セ
グ
市
）、
韓
国
（
江

原
道
）
の
こ
ど
も
た
ち
か
ら
創
作
童
話

４
作
品
が
特
別
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

６
日
㈰
の
演
示
部
門
で
は
、
午
前
、

午
後
に
わ
た
り
県
内
16
団
体
の
こ
ど
も

た
ち
に
よ
る
器
楽
、
剣
詩
舞
、
洋
舞
、

日
舞
、
歌
唱
の
公
演
が
富
山
県
民
会
館

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
の
特
別
公
演
は
、
韓

国
・
江
原
児
童
劇
団
バ
ン
ビ
を
招
待
。

四
つ
の
打
楽
器
を
持
っ
て
演
奏
す
る
演

劇
的
な
農
楽
「
サ
ム
ル
ノ
リ
　
パ
ン

グ
ッ
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

富
山
と
韓
国
の
こ
ど
も
た
ち
の
溌
剌

と
し
た
演
技
に
、
場
内
か
ら
温
か
い
拍

手
が
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。

韓
国
の
同
児
童
劇
団
は
、
11
月
７
日

㈪
に
行
わ
れ
た
平
成
23
年
度
県
民
ふ
れ

あ
い
公
演
に
も
出
演
し
ま
し
た
。

終
演
後
に
は
、
韓
国
江
原
道
芸
術
文

化
団
体
総
連
合
会
の
崔
池
洵
会
長
に
感

謝
状
、
韓
国
舞
踊
で
会
場
を
沸
か
せ
た

江
原
児
童
劇
団
バ
ン
ビ
の
各
人
に
金
メ

ダ
ル
が
、
ま
た
、
県
内
の
出
演
者
の
中

か
ら
13
名
に
奨
励
賞
が
芸
文
協
小
泉
会

長
よ
り
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
奨
励
賞
】
受
賞
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
　
笠
本
史
菜
子
　
　
　
十
松
　
桃
香

　
　
林
　
佳
代
子
　
　
　
金
井
　
来
夏

　
　
谷
内
　
舞
華
　
　
　
谷
内
　
逸
華

　
　
北
河
　
　
琴
　
　
　
中
林
　
　
司

　
　
伊
東
　
知
夏
　
　
　
熊
本
　
結
菜

　
　
田
上
　
琴
音
　
　
　
野
畑
　
珠
璃

　
　
吉
田
　
　
泉

第
34
回
富
山
県
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ハ
ン
ガ
リ
ー
・
美
術
工
芸
学
校

指
導
派
遣
交
流
事
業

11
月
12
日
㈯
第
60
回
富
山
県
美
術

連
合
展
に
併
せ
て
、
美
術
セ
ミ
ナ
ー
を

富
山
県
民
会
館
3
0
4
号
室
に
て
開
催

し
ま
し
た
。
講
師
に
画
家
の
木
下
晋
先

生
を
お
迎
え
し
、「
今
を
生
き
る
」
と

題
し
て
、
木
下
先
生
ご
自
身
の
作
家
人

生
の
歩
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
人
と

の
出
会
い
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
し
て

頂
き
ま
し
た
。
聴
講
に
訪
れ
た
会
員
作

家
や
一
般
の
美
術
愛
好
者
ら
は
、
興
味

深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

美
術
セ
ミ
ナ
ー
「
今
を
生
き
る
」
講
師

木
下

晋
先
生

海外からの特別展示

演示部門

韓国 ･江原児童劇団バンビ

谷
川

淳
・
川
原
正
士
先
生
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来
年
7
月
31
日
㈫
か
ら
8
月
5
日
㈰

ま
で
開
催
の
「
と
や
ま
世
界
こ
ど
も
舞

台
芸
術
祭
2
0
1
2
」
を
P
R
す
る
プ

レ
公
演
を
9
月
中
下
旬
に
か
け
て
、
県

内
市
町
村
で
行
い
ま
し
た
。

　
海
外
か
ら
お
招
き
す
る
団
体
と
県
内

の
団
体
が
ペ
ア
で
15
市
町
村
の
ホ
ー
ル

や
学
校
等
に
伺
い
ま
す
。

9
月
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
劇
団
プ
レ

イ
ヤ
ー
ズ
・
ス
タ
ジ
オ
・
デ
ブ
レ
ツ
ェ

ン
が
同
公
演
の
た
め
招
か
れ
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
作
品
を
日
本
語
で
上
演
。
東
日
本

大
震
災
で
被
災
し
た
子
供
た
ち
へ
の
追

悼
の
意
を
込
め
た
と
い
う
、
ア
ン
デ
ル

セ
ン
の
童
話
を
ベ
ー
ス
に
し
た
演
劇

「
マ
ッ
チ
売
り
の
少
女
」
は
、
観
客
を

幻
想
的
な
愛
と
哀
し
み
の
世
界
に
誘
っ

て
い
ま
し
た
。

９
月
18
日
㈰
氷
見
市
民
会
館
の
公
演

で
は
可
西
舞
踊
研
究
所
が
共
演
し
、
日

本
情
緒
あ
ふ
れ
る
作
品
「
響
き
に
舞
う
」

を
上
演
。

９
月
19
日
㈷

の
富
山
市
大
沢

野
文
化
会
館
で

の
公
演
に
は
中

川
モ
ダ
ン
バ
レ

エ
ア
カ
デ
ミ
ー
が
共
演
し
、
観
客
は
そ

の
溌
剌
と
し
た
演
技
に
声
援
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

９
月
20
日
㈫
高
岡
市
ふ
く
お
か
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
（
U
ホ
ー
ル
）
で
行
わ

れ
た
公
演
で
は
、
可
西
舞
踊
研
究
所
が

再
度
共
演
し
「
富
山
に
伝
わ
る
三
つ
の

民
謡
」
を
上
演
。

９
月
22
日
㈭
の
南
砺
市
井
波
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
の
公
演
で
は
、
邦
楽
の
片

山
瞠
山
氏
と
箏
と
尺
八 

律
が
共
演
、

「
こ
き
り
こ
の
風
」
を
演
奏
し
ま
し
た
。

（
９
月
21
日
㈬
に
予
定
し
て
お
り
ま
し

た
朝
日
町
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
で
の
公

演
は
、
台
風
の
影
響
で
中
止
と
な
り
ま

し
た
）。

　
次
回
は
、
12
月
10
日
㈯
に
入
善
町
民

会
館
（
コ
ス
モ
ホ
ー
ル
）
で
、
15
日
㈭

は
黒
部
市
国
際
文
化
セ
ン
タ
ー
コ
ラ
ー

レ
で
、
チ
ェ
コ
か
ら
ボ
ヘ
ミ
ア
バ
レ
エ

団
を
お
招
き
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

と
や
ま
世
界
こ
ど
も
舞
台
芸
術
祭
２
０
１
２
　
プ
レ
公
演

可西舞踊研究所 ｢響きに舞う｣

片山瞠山氏､ 箏と尺八 律 ｢こきりこの風｣

ハンガリー ･プレイヤーズ ･スタジオ ･デブレツェンによる日本語の
｢マッチ売りの少女｣
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【
オ
ペ
ラ
部
門
】

（
加
藤
與
志
子
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

７
月
22
日
㈮
〜
24
日
㈰
、

９
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
他

講
師
＝
恵
川
智
美
先
生（

オ
ペ
ラ
演
出
）

オ
ペ
ラ
公
演
に
向
け
た
指
導
と
、
制

作
過
程
や
稽
古
の
見
学
を
目
的
に
行
わ

れ
た
講
習
で
は
、
10
月
の
と
や
ま
舞
台

芸
術
祭
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
の
出
演

者
た
ち
が
熱
の
こ
も
っ
た
指
導
を
受
け
、

互
い
の
役
柄
の
解
釈
な
ど
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

【
日
舞
部
門
】

（
花
川
吉
蝶
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

７
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰

富
山
県
教
育
文
化
会
館

講
師
＝
伊
藤
俊
太
郎
先
生

（
松
竹
衣
裳
株
式
会
社
）

着
物
の
着
付
け
の
講
習
が
実
技
を
中

心
に
行
わ
れ
、
流
派
を
超
え
て
集
ま
っ

た
参
加
者
た
ち
は
、
役
柄
に
よ
る
着
付

け
の
細
か
な
違
い
や
、
美
し
い
着
姿
を

保
つ
た
め
の
コ
ツ
な
ど
に
熱
心
に
耳
を

傾
け
、
ま
た
積
極
的
に
質
問
が
飛
び
交

う
充
実
し
た
講
習
と
な
り
ま
し
た
。

【
合
唱
部
門
】

（
重
松
秀
子
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

９
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰
、

11
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

講
師
＝
浅
野
深
雪
先
生

（
合
唱
指
揮
者
・
指
導
者
）

児
童
か
ら
一
般
ま
で
幅
広
い
年
代
の

12
の
合
唱
団
が
参
加
。
歌
う
た
め
の
ス

ト
レ
ッ
チ
、
呼
吸
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

発
声
と
い
っ
た
基
礎
練
習
か
ら
、
曲
の

解
釈
や
合
唱
指
揮
法
ま
で
、
各
団
体
の

年
代
や
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
密
度
の
濃

い
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
演
劇
部
門
】

（
舟
本
幸
人
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

９
月
22
日
㈭
　
県
立
保
育
専
門
学
院

講
師
＝
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
・

　
　
　
　
　
ピ
ン
ツ
ェ
ー
シ
ュ
博
士

（
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
演
出
家
）

「
演
劇
に
お
け
る
リ
ズ
ム
と
身
体
の

動
き
」
と
題
し
、
打
楽
器
の
音
に
合
わ

せ
身
体
を
動
か
す
練
習
や
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
民
俗
舞
踊
の
実
技
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
講
師
の
人
柄
も
あ
い
ま
っ
て
終

始
楽
し
い
ム
ー
ド
で
行
わ
れ
、
生
徒
は

将
来
の
幼
児
教
育
に
生
か
せ
る
貴
重
な

経
験
を
得
た
と
の
こ
と
で
す
。

【
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
門
】

（
小
澤
眞
琴
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

９
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

講
師
＝
坂
本
和
彦
先
生
（
指
揮
者
）

高
校
、
大
学
、
一
般
の
県
内
４
団
体

が
参
加
、
管
弦
楽
、
オ
ペ
ラ
の
演
奏
指

導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
習
会
で
は
和

や
か
な
ム
ー
ド
で
随
時
的
確
な
指
導
が

入
り
、
参
加
者
た
ち
は
よ
り
良
い
演
奏

に
向
け
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

指
導
者
招
へ
い
事
業

平
成
23
年
度

（オーケストラ部門）坂本和彦先生

（演劇部門）イシュトヴァーン・ピンツェーシュ博士

（合唱部門）浅野深雪先生

（日舞部門）伊藤俊太郎先生

（オペラ部門）恵川智美先生

（オーケストラ部門）角田鋼亮先生
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10
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
他

講
師
＝
角
田
鋼
亮
先
生
（
指
揮
者
）

県
内
３
団
体
が
交
響
組
曲
「
シ
エ
ラ

ザ
ー
ド
」（
リ
ム
ス
キ
ー
＝
コ
ル
サ
コ

フ
作
曲
）、
交
響
詩
「
ロ
ー
マ
の
松
」（
レ

ス
ピ
ー
ギ
作
曲
）
の
演
奏
指
導
を
合
同

で
受
講
。
多
人
数
で
の
調
和
の
と
れ
た

演
奏
を
目
標
に
、
参
加
者
は
集
中
し
て

講
習
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

【
邦
楽
部
門
】

（
瀬
尾
雅
臣
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

10
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

講
師
＝
野
村
祐
子
先
生

（
作
曲
・
演
奏
家
）

箏
・
十
七
絃
・
三
絃
・
尺
八
を
対
象

に
、「
日
本
の
わ
ら
べ
唄
」、「
富
士
之

国
」
な
ど
の
曲
の
演
奏
指
導
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
県
邦
楽
協
会
会
員
を
中
心
に

の
べ
90
名
近
く
の
受
講
者
が
参
加
し
、

自
ら
が
奏
で
る
音
色
に
よ
り
磨
き
を
か

け
て
い
ま
し
た
。

（邦楽部門）野村祐子先生

お
よ
ろ
こ
び
の
人
々

（
平
成
23
年
８
月
以
降
受
賞
順
・
敬
称
略
・
記
名
順
不
同
）

第
13
回
な
か
の
国
際
ダ
ン
ス
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

創
作
部
門

第
１
位
　
和
田
朝
子
舞
踊
研
究
所

平
成
23
年
度
富
山
県
部
門
功
労
文
化
分
野
表
彰

中
尾
　
譲
治
　
　
野
口
　
康
博

安
川
　
宗
朱
　
　
山
下
　
瑞
穂

川
西
　
重
治
　
　
山
岸
　
忠
彦

富
山
県
工
芸
作
家
連
盟

富
山
八
雲
会

第
43
回
日
展

　
　
　
　
　
特
選
　
　
高
岡
由
美
子

北
日
本
新
聞
文
化
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
忠
裕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
政
雄

　
　
　
　
　
　
　
可
西
舞
踊
研
究
所

北
日
本
新
聞
文
化
功
労
賞

現
代
工
芸
美
術
家
協
会
富
山
会

　
　
　
　
　
日
本
工
芸
会
富
山
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
泉
　
邦
子

北
日
本
新
聞
文
化
賞
特
別
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
陸
銀
行

北
日
本
新
聞
地
域
社
会
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
玲
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
哲
也

北
日
本
新
聞
芸
術
選
奨

小
林
　
大
祐

第
59
回
菊
池
寛
賞

津
村
　
節
子

第
16
回
と
や
ま
国
際
草
の
根
交
流
賞

藤
井
　
　
武

平
成
23
年
度
富
山
県
功
労
表
彰

江
幡
　
春
濤

　
　
川
倉
美
津
瑠

　
　
長
谷
川
総
一
郎

富
山
県
茶
道
連
盟

富
山
県
児
童
文
学
協
会

山
下
　
富
雄

秋
の
叙
勲

　
旭
日
小
綬
章
　
　
　
大
澤
　
光
民

　
旭
日
双
光
章
　
　
　
小
泉
　
　
博

富
山
県
芸
術
文
化
協
会 

創
立
40
年
記
念
表
彰

特
別
功
労
者
表
彰故

　
田
中
　
秀
子

故
　
坪
島
　
照
信

功
労
者
表
彰

川
倉
美
津
瑠
　
　
吉
川
　
天
啓

奥
野
　
敦
子
　
　
杵
屋
弥
三
貴
美

川
上
　
政
平
　
　
晴
日
庵
宗
弘

杉
谷
　
光
美
　
　
我
妻
　
眞
美

佐
野
　
天
慧
　
　
稲
垣
　
美
梢

大
愛
　
宗
貞
　
　
小
坂
　
明
子

安
念
千
重
子
　
　
内
島
　
和
甫

西
尾
　
洋
子
　
　
田
中
　
之
子

池
田
　
瑛
子
　
　
長
瀬
　
天
帆

宮
浦
　
豊
藍
　
　
宇
波
　
千
神

齊
藤
　
誠
三
　
　
安
川
　
宗
朱

中
川
　
雅
風
　
　
竹
内
　
浩
子

宮
腰
　
　
昇
　
　
吉
村
　
邦
子

加
藤
與
志
子
　
　
野
口
　
康
博

藤
間
紋
之
助
　
　
小
澤
　
眞
琴

串
田
　
淑
子
　
　
桂
　
　
博
子

片
山
　
瞠
山
　
　
金
森
　
敏
子

東
海
希
代
里
　
　
大
谷
　
弓
子

桶
谷
　
玉
希
　
　
松
井
希
代
恵

和
田
伊
通
子
　
　
中
川
　
文
可

松
下
　
美
規
　
　
片
岸
　
香
里

奨
励
賞

古
賀
　
盛
大
　
　
藤
間
勘
登
栄

木
口
　
瑞
木
　
　
小
幡
　
　
豊

碓
井
　
智
子
　
　
岩
本
　
博
之

村
上
　
育
子
　
　
河
内
　
麻
美

古
井
　
晴
香
　
　
山
本
紗
都
子

川
幡
　
磨
美
　
　
松
　
　
理
沙

山
本
　
裕
子
　
　
押
田
　
紫
月

ジ
ュ
ニ
ア
奨
励
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
苗
加
比
古
乃

第
60
回
富
山
県
芸
術
祭
記
念
表
彰

功
労
者
表
彰

富
山
県
美
術
連
合
会

北
陸
書
道
院

富
山
県
合
唱
連
盟

田
畑
き
く
よ
　
　
麻
井
　
宗
實

梅
澤
　
華
香
　
　
中
島
　
浩
山

高
尾
　
眞
澄
　
　
西
川
扇
重
貞

藤
間
勘
寿
弥
　
　
池
田
　
秀
夫

黒
田
　
芳
春
　
　
亀
井
　
宗
珠

浅
岡
　
光
代
　
　
尾
島
き
み
枝

喜
多
野
　
瑛
　
　
筏
井
豊
華
城

尾
上
菊
一
郎
　
　
赤
江
　
　
弘

前
田
　
玲
子
　
　
長
井
　
岳
游

山
下
　
瑞
穂
　
　
中
野
　
　
忍

中
村
　
珀
岳
　
　
佐
藤
　
松
博

廣
上
　
旭
昭
　
　
河
崎
雅
都
美

谷
井
　
美
夫
　
　
工
藤
　
泰
竹

谷
井
よ
う
子
　
　
中
川
　
立
子

海
野
　
宗
武
　
　
大
川
　
　
都

磯
野
　
宗
和
　
　
坪
内
　
城
隆

伊
尾
　
孝
敏
　
　
利
田
み
さ
き

岡
崎
　
　
忍
　
　
可
西
　
晴
香

奨
励
賞

藤
間
　
松
山
　
　
竹
内
　
宗
栄

佐
藤
松
博
義
　
　
富
士
原
文
以
千
乃

藤
間
藤
紗
枝
　
　
長
原
　
和
美

定
塚
　
天
颷
　
　
稲
見
之
羽
子

山
﨑
　
孝
司
　
　
里
見
　
治
美

西
川
　
扇
博
　
　
森
　
　
隆
俊

藤
間
史
弥
好
　
　
辺
井
　
徹
伸

筏
井
豊
華
翔
　
　
上
岸
　
泰
子

地
域
文
化
功
労
者
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
岡
　
節
夫
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10
月
４
日
㈫
富
山
市
立
芝
園
小
学

校
に
於
い
て
、
日
本
舞
踊
と
詩
吟
剣
舞

の
公
演
を
行
い
ま
し
た
。
県
日
本
舞
踊

協
会
と
県
邦
楽
協
会
の
合
同
公
演
で
は
、

県
邦
楽
協
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
地
方
に

あ
わ
せ
て
「
長
唄
　
藤
娘
」、「
長
唄
　

越
後
獅
子
」
な
ど
を
披
露
。
続
い
て
は
、

渋
川
流
剣
詩
舞
道
　
聖
慧
会
が
「
寒

梅
」、「
立
山
に
」
な
ど
10
演
目
を
上
演
。

優
雅
な
舞
と
荘
厳
な
剣
詩
舞
に
子
ど
も

た
ち
は
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

10
月
12
日
㈬
の
内
山
太
一
氏
と
内

山
節
子
氏
（
ピ
ア
ノ
）
に
よ
る
声
楽
・

合
唱
の
公
演
を
魚
津
市
立
吉
島
小
学
校

で
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
も
馴

染
み
の
あ
る
「
翼
を
く
だ
さ
い
」
を
生

徒
た
ち
が
一
緒
に
歌
っ
た
り
、
実
際
に

指
揮
を
体
験
し
た
り
す
る
参
加
型
の
公

演
に
生
徒
ら
は
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

10
月
25
日
㈫
の
声
楽
と
洋
楽
の
公

演
を
、
朝
日
町
立
さ
み
さ
と
小
学
校
で

行
い
ま
し
た
。
第
１
部
の
、
声
楽
の
河

村
は
る
み
氏
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
と
高
森
静

香
氏
（
ピ
ア
ノ
）
に
よ
る
公
演
で
は
、

「
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ
レ
ー
ス
」
や
「
も

み
じ
」
な
ど
を
披
露
。「
ド
レ
ミ
の
歌
」

で
は
、
子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
元
気
よ

く
歌
い
、
会
場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。
第
２
部
は
、
増
山
理

恵
氏
（
フ
ル
ー
ト
）
と
大
橋
俊
希
氏
（
ギ

タ
ー
）
が
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
民
謡
の
「
ワ

イ
ル
ド
・
マ
ウ
ン
テ
ン
・
タ
イ
ム
」
や

「
あ
り
が
と
う
」
な
ど
、
５
曲
を
演
奏

し
ま
し
た
。

11
月
１
日
㈫
に
社
会
福
祉
法
人
射

水
万
葉
会
　
射
水
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
に

て
行
わ
れ
た
邦
楽
と
日
本
舞
踊
の
公
演

で
は
、
瀬
尾
雅
臣
社
中
と
県
日
本
舞
踊

協
会
が
出
演
。「
き
ら
き
ら
ぼ
し
」、

「
大
き
な
古
時
計
」
で
は
、
雅
な
箏
の

音
色
を
響
か
せ
、
日
舞
の
「
紅
日
傘
」、

「
一
寸
ぼ
う
し
」
で
は
、
典
麗
な
舞
を

披
露
し
ま
し
た
。

11
月
７
日
㈪
の
学
校
法
人
清
泉
学

園
　
い
ず
み
幼
稚
園
の
公
演
で
は
、
韓

国
・
江
原
児
童
劇
団
バ
ン
ビ
が
出
演
し
、

韓
国
舞
踊
の
「
サ
ム
ル
ノ
リ
　
パ
ン

グ
ッ
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

四
つ
の
打
楽
器
を
持
っ
て
演
奏
す
る

演
劇
的
な
農
楽
（
韓
国
の
代
表
的
民
族

芸
能
）
で
、
出
演
者
は
園
児
た
ち
と
一

体
と
な
っ
て
踊
り
と
リ
ズ
ム
の
調
和
を

楽
し
み
ま
し
た
。

11
月
11
日
㈮
射
水
市
立
小
杉
中
学

校
に
於
い
て
、
洋
舞
、
大
正
琴
、
声
楽
・

合
唱
、
邦
楽
、
朗
読
の
公
演
を
開
催
し

ま
し
た
。

第
１
部
は
、
小
泉
邦
子
氏
（
劇
団
文

芸
座
）
に
よ
る
詩
朗
読
「
岸
辺
に
」（
池

田
瑛
子
　
作
）
が
披
露
さ
れ
、
黒
川
真

理
氏
（
黒
川
邦
楽
院
）
の
箏
の
調
べ
と

金
川
睦
美
氏
（
R
I
V
I
É
R
E
）
の

歌
声
が
響
き
渡
る
中
、
廣
川
桃
子
さ
ん

（
和
田
朝
子
舞
踊
研
究
所
）
が
舞
い
、

小
泉
氏
の
重
厚
な
語
り
が
会
場
を
包
み

込
み
ま
し
た
。
第
２
部
は
、
大
正
琴
ミ

ズ
キ
（
木
口
文
代
代
表
）
が
出
演
。
ク

ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ッ
プ
ス
ま
で
計
３
曲

を
、
京
谷
み
な
子
氏
の
歌
と
間
部
栄
司

平
成
23
年
度
県
民
ふ
れ
あ
い
公
演

11月11日　射水市立小杉中学校

11月７日　学校法人清泉学園 いずみ幼稚園

11月１日　社会福祉法人射水万葉会 射水あおぞら保育園 10月25日　朝日町立さみさと小学校

10月12日　魚津市立吉島小学校

10月４日　富山市立芝園小学校
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氏
の
ピ
ア
ノ
、
和
田
朝
子
舞
踊
研
究
所

の
皆
さ
ん
の
舞
踊
と
共
に
披
露
し
ま
し

た
。
続
い
て
、
第
３
部
は
、
和
田
朝
子

舞
踊
研
究
所
の
皆
さ
ん
が
、「
広
島
の

空
に
向
か
っ
て
歌
お
う
」
や
「
や
わ
ら

か
い
そ
ら
の
し
た
で
」
な
ど
の
躍
動
感

あ
ふ
れ
る
舞
台
を
展
開
し
ま
し
た
。
第

４
部
は
、
R
I
V
I
É
R
E
（
リ
ヴ
ィ

エ
ー
ル
）
に
よ
る
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独

奏
・
オ
ペ
ラ
ア
リ
ア
・
重
唱
が
披
露
さ

れ
、
透
き
通
る
歌
声
と
音
色
に
、
観
客

は
惹
き
つ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
第
５

部
で
は
、
黒
川
真
理
氏
が
「
夢
幻
砧
」

の
な
め
ら
か
で
か
つ
力
強
い
箏
の
調
べ

で
観
衆
を
魅
了
。
最
後
の
第
６
部
で
は
、

小
杉
中
学
校
の
生
徒
と
大
正
琴
ミ
ズ
キ
、

R
I
V
I
É
R
E
、
黒
川
真
理
氏
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、「
小
杉
中
学
校

校
歌
」
を
披
露
し
、
出
演
者
と
生
徒
た

ち
が
一
体
と
な
っ
て
楽
し
み
、
と
て
も

充
実
し
た
公
演
と
な
り
ま
し
た
。

11
月
13
日
㈰
ひ
ま
わ
り
の
家
に
於

い
て
邦
楽
と
洋
舞
の
公
演
を
行
い
ま
し

た
。
ま
ず
、
グ
ル
ー
プ
楓
（
岡
本
雅
楓

代
表
）
に
よ
り
「
千
鳥
の
曲
」「
日
本

わ
ら
べ
唄
」
と
優
雅
な
箏
の
調
べ
を
披

露
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
谷
井
よ
う
子

舞
踊
研
究
所
に
よ
り
「
雨
に
咲
く
」「
人

形
」
な
ど
８
演
目
が
披
露
さ
れ
、
子
ど

も
た
ち
の
元
気
の
あ
る
踊
り
に
会
場
は

大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

11
月
16
日
㈬
富
山
県
立
ふ
る
さ
と

支
援
学
校
で
邦
楽
と
洋
楽
の
公
演
を
行

い
ま
し
た
。
富
士
原
文
以
千
乃
社
中

（
華
糸
の
会
）
に
よ
る
箏
の
演
奏
に
合

わ
せ
て
歌
っ
た
り
、
平
永
里
恵
氏
（
打

楽
器
）
と
佐
々
木
ゆ
き
子
氏
（
ピ
ア
ノ
）

の
演
奏
で
は
、
打
楽
器
の
奏
で
る
リ
ズ

ム
に
手
拍
子
を
合
わ
せ
た
り
と
、
演
者

と
観
客
が
共
に
楽
し
み
ま
し
た
。

11
月
21
日
㈪
富
山
市
立
豊
田
小
学

校
に
於
い
て
声
楽
・
合
唱
と
洋
楽
の
公

演
を
行
い
ま
し
た
。
T
O
Y
A
M
A
グ

ラ
ン
・
ソ
レ
イ
ユ
は
、「
踊
り
明
か
そ

う
」「
美
女
と
野
獣
」
な
ど
計
６
曲
を

歌
い
上
げ
ま
し
た
。
と
や
ま
レ
デ
ィ
ー

ス
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
O
A
S
I
S
に
よ

る
公
演
で
は
、「
美
し
き
青
き
ド
ナ
ウ
」

「
荒
城
の
月
」
や
「
マ
ル
・
マ
ル
・
モ
リ
・

モ
リ
」
な
ど
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
音
楽
ま
で
幅
広
く
披
露
し
ま
し
た
。

11
月
22
日
㈫
の
合
唱
と
洋
楽
の
公

演
は
、
高
岡
市
立
平
米
小
学
校
で
開
催

し
ま
し
た
。
女
声
合
唱
団
「
こ
す
も
す
」

は
、「
夕
日
」
や
「
ず
い
ず
い
ず
っ
こ

ろ
ば
し
」
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
楽
し
め
る
歌
を
披
露
。
洋
楽
で
は
、

摺
出
寺
敬
子
氏
（
フ
ル
ー
ト
）、
向
井

麻
子
氏
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）、
村
上
笑

吏
氏
（
ピ
ア
ノ
）
が
「
愛
の
挨
拶
」、「
と

な
り
の
ト
ト
ロ
」
な
ど
計
６
曲
を
演
奏

披
露
し
ま
し
た
。

芸
文
協
元
理
事
の
仲
俣
新
一

先
生
が
７
月
19
日
、
ま
た
、
芸

文
協
参
議
の
田
中
秀
子
先
生
が

８
月
25
日
、
同
じ
く
芸
文
協
参

議
の
坪
島
照
信
先
生
が
９
月
４

日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

芸
文
協
参
事
の
中
島
香
秀
先

生
が
９
月
18
日
に
、
ま
た
、「
と

や
ま
文
学
」
で
18
年
に
亘
り
、

「
と
や
ま
文
学
賞
」
の
選
者
を

務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
歌
人

で
作
家
の
辺
見
じ
ゅ
ん
先
生
が

21
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
方
に
は
、
富
山
県
の
芸

術
文
化
の
振
興
と
発
展
や
、
芸

文
協
の
事
業
に
対
し
て
言
い
尽

く
せ
ぬ
ご
貢
献
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

こ
こ
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
ご
冥
福
を
心
か

ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

訃
　
報

11月22日　高岡市立平米小学校

11月21日　富山市立豊田小学校

11月13日　ひまわりの家

11月16日　富山県立ふるさと支援学校
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第
30
回
叢
声
楽
苑

〈
僕
と
私
た
ち
の
演
奏
会
〉

８
月
６
日
㈯

富
山
市
民
プ
ラ
ザ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

高
岡
市
美
術
作
家
連
盟

招
待
作
家
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
展

８
月
10
日
㈬
〜
８
月
14
日
㈰

大
和
高
岡
店
　
1
階
催
事
場

第
14
回
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
＆
チ
ェ
ロ

合
同
演
奏
会

８
月
21
日
㈰

富
山
国
際
会
議
場
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

篠
田
桃
紅
の
墨
ア
ー
ト
と
ガ
ラ
ス
の

作
家
た
ち

８
月
27
日
㈯
〜
10
月
23
日
㈰

樂
翠
亭
美
術
館

富
山
県
立
富
山
い
ず
み
高
等
学
校

第
46
回
富
山
い
ず
み
コ
ン
サ
ー
ト

（
吹
奏
楽
）

９
月
４
日
㈰

富
山
県
民
会
館

第
23
回
グ
ラ
ン
パ
パ
・
マ
マ

あ
り
が
と
う
絵
手
紙
展

９
月
９
日
㈮
〜
９
月
11
日
㈰

㈶
大
谷
芸
術
交
流
館

受
贈
記
念
展

増
山
染
織
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
諸
島
の
染
織 

イ
カ
ッ
ト 

絣 

―
辺
境
に
生
き
る
布
た
ち
―

９
月
10
日
㈯
〜
12
月
４
日
㈰

富
山
市
佐
藤
記
念
美
術
館

第
24
回
温
習
発
表
吟
道
大
会

９
月
18
日
㈰

富
山
県
教
育
文
化
会
館  

大
ホ
ー
ル

第
19
回
富
山
岳
友
会
吟
道
大
会

９
月
19
日
㈷

富
山
県
教
育
文
化
会
館

第
14
回
北
陸
創
玄
展

９
月
23
日
㈷
〜
９
月
25
日
㈰

富
山
県
民
会
館
　
地
下
展
示
室

第
23
回
大
正
琴
の
集
い
「
大
響
宴
」

10
月
16
日
㈰

富
山
県
民
会
館
ホ
ー
ル

平
成
23
年
度
「
秋
の
北
國
宝
生
能
」

10
月
16
日
㈰

石
川
県
立
能
楽
堂

第
16
回
書
燈
社
書
作
展

10
月
21
日
㈮
〜
10
月
23
日
㈰

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
3
F

第
22
回
富
山
玄
潮
会
書
展

11
月
１
日
㈫
〜
11
月
３
日
㈷

富
山
県
民
会
館
美
術
館

東
宝
「
ピ
ア
フ
」

11
月
11
日
㈮

富
山
県
民
会
館

第
18
回
秋
を
彩
る 

北
日
本
い
け
ば
な
展

11
月
19
日
㈯
〜
11
月
20
日
㈰

新
川
文
化
ホ
ー
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

「
い
ろ
ど
り
の
中
で
」
陶
芸
展

11
月
19
日
㈯
〜
１
月
29
日
㈰

樂
翠
亭
美
術
館

富
山
県
立
近
代
美
術
館
開
館
30
周
年
・

富
山
近
美
友
の
会
設
立
30
周
年

記
念
特
別
講
演
会

「
文
化
の
力
」
を
考
え
る

11
月
20
日
㈰

タ
ワ
ー
1
1
1

イ
ン
テ
ッ
ク
ス
カ
イ
ホ
ー
ル

大
川
都
バ
レ
エ
教
室

第
30
回
発
表
会

11
月
20
日
㈰

黒
部
市
国
際
文
化
セ
ン
タ
ー

コ
ラ
ー
レ

イ
リ
ー
ナ
・
メ
ジ
ュ
ー
エ
ワ
に
よ
る

ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト
＆
公
開
レ
ッ
ス
ン

11
月
22
日
㈫

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

第
29
回
富
山
ア
カ
デ
ミ
ー
女
声
合
唱
団

コ
ン
サ
ー
ト

11
月
25
日
㈮

富
山
県
教
育
文
化
会
館
ホ
ー
ル

男
声
合
唱
団
K
＆
ク
ル
ー

第
33
回
演
奏
会

11
月
27
日
㈰

富
山
県
民
会
館
ホ
ー
ル

ふ
る
さ
と
の
音
楽
家
た
ち

リ
レ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

11
月
27
日
㈰

立
山
町
民
会
館
　
大
ホ
ー
ル

日
本
新
工
芸
富
山
会
展

11
月
30
日
㈬
〜
12
月
６
日
㈫

大
和
富
山
店

５
階
　
ア
ー
ト
サ
ロ
ン

彌
生
会

12
月
３
日
㈯

富
山
県
教
育
文
化
会
館

く
る
み
座
20
周
年
記
念
事
業

「
子
ど
も
が
少
国
民
と
い
わ
れ
た
こ
ろ
」

劇
団
風
の
子
公
演

12
月
11
日
㈰

い
き
い
き
K
A
N

多
目
的
ホ
ー
ル

富
山
大
学
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

第
52
回
定
期
演
奏
会

12
月
17
日
㈯

富
山
県
民
会
館

演
人
全
開
血
が
滾
っ
て
き
た
ぜ
！

結
成
十
周
年
記
念
公
演
　
W
A
V
E

12
月
17
日
㈯
〜
12
月
18
日
㈰

フ
ォ
ル
ツ
ァ
総
曲
輪  

ラ
イ
ブ
ホ
ー
ル

第
九
交
響
曲 

歓
喜
の
夕
べ 

2
0
1
1

12
月
25
日
㈰

オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

劇
団
P
．O
．D
．第
38
回
公
演

「
ま
た
逢
お
う
と
竜
馬
は
言
っ
た
」

２
月
11
日
㈯
〜
２
月
12
日
㈰

高
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル

稲
生
亜
沙
子
＆
小
林
知
世

デ
ュ
オ
リ
サ
イ
タ
ル
v
o
l
・
1

〜
フ
ラ
ン
ス
の
風
〜

２
月
18
日
㈯

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

第
48
回
富
山
大
学
合
唱
団

定
期
演
奏
会

２
月
25
日
㈯

富
山
市
民
プ
ラ
ザ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

第
29
回
富
山
県
青
少
年
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル

コ
ン
ク
ー
ル
予
選

３
月
17
日
㈯
、
18
日
㈰

コ
ン
ク
ー
ル
本
選

　
　
　
　
　
３
月
20
日
㈷

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

第
29
回
富
山
県
新
人
演
奏
会

３
月
18
日
㈰

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

東
京
音
楽
大
学
校
友
会
富
山
県
支
部

第
15
回
コ
ン
サ
ー
ト

３
月
24
日
㈯

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

富
山
芙
蓉
吟
詠
会
創
立
５
周
年
記
念

吟
道
大
会

４
月
22
日
㈰

富
山
市
民
プ
ラ
ザ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
1
2
年

公
募
　
第
８
回
神
通
峡
美
術
展

10
月
６
日
㈯
〜
10
月
19
日
㈮

富
山
市
大
沢
野
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
、
富
山
市
猿
倉
森
林
公
園
芝

生
広
場
、
旧
富
山
市
立
小
羽
小
学

校
校
舎
、
大
沢
野
文
化
会
館

も
よ
お
し
の
記
録
と
案
内

●

ご
寄
付
●

田 

中

　秀 

子 

氏

　三
百
万
円

久 

泉

　迪 

雄 

氏

　三
十
万
円

江 

幡

　春 

濤 

氏

　
　五
万
円

富
山
県
華
道
連
合
会
十
二
万
円

　
田
中
秀
子
先
生
は
、
ご
存
命
中

の
八
月
十
五
日
、
芸
文
協
を
通
し

て
、
と
や
ま
世
界
こ
ど
も
舞
台
芸

術
祭
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
ご

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
久
泉
迪
雄
氏
か
ら
、
同
氏
歌
碑

の
建
立
を
記
念
し
て
、
芸
文
協
事

業
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

と
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
江
幡
春
濤
氏
、
富
山
県
華
道
連

合
会
か
ら
、
同
じ
く
芸
文
協
の
活

動
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
ご
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
志
に

深
く
感
謝
し
、
皆
様
に
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。


